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200 fs,パルスエネルギー約2 mJであった。繰り返 しはともにl kHzである。フェム ト秒RGAは,パ




ドバ ックシステムを用いて2台のML Ti:Sapphireのパルス間のジッターを制御 し, また片方のML
T::SapphireO出力光を光ダイオー ドで検出l KHzに分取し,2台のQ―sw Nd:YLFの外部 トリガとした。
2台の再生増幅器間のナノ秒以上のタイミングのずれは,遅延パルス発生器を用いて調整 した。
【結果】ピコ秒OPAは1和周波1差周波発生などを用いることに
より,片方が270-11200 nmlもう片方が189-780 nmまで,l μJ
以上の強度を保ちながらの連続波長可変を実現した。赤外光パルス
は12600 nmまでの発振を確認している。フェム ト秒RGAでは,3
倍波(267 nm)において約120 μJ1 4倍波(200 nm)において10 μJの
















Fig. 1 Block diagram
